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施設向け「みまもりシステム」

在宅向け「みまもりシステム」
在宅に導入した場合の全体像。情報 Box からクラウドセンター

経由で看護師やご家族に連絡が入ります。

介護施設で導入した場合の全体像。センサーが作動した場合に
施設内携帯端末へ連絡が届くことで迅速な対応につながる
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１．創業の経緯、社会課題への挑戦
弊社は 1997 年に設立、ソフトウェア開発・販売を主

業務としてきました。大手企業からの開発請負という形
態から徐々に自社パッケージソフトの開発・販売にシフ
ト、特に「環境検査システム」は国内シェア No.1 の製
品であり、“ダントツ No.1”を目指して展開中です。

ヘルスケア分野への参入は、吉武会長が自身の家族の
介護のため介護施設を毎週訪問する中で、介護スタッフ
の方々の困りごとを聞いたのが契機となりました。

介護施設では、寝ている要介護者が歩けないのに歩こ
うとして転倒することや、要介護者が寝返りをすると（サ
ポートが不要なほど）軽微な動きにもかかわらず警報が
鳴ってしまい無駄に介護士が駆けつけていることで負担
が増えるなどの課題がありました。これらの課題を解決
し、要介護者の“安全”と介護スタッフの“安心”及び“負
担軽減”を提供できればと思い「みまもりシステム」の
開発に着手しました。
 

 

２．製品・サービスの概要 
経済産業省「ロボット介護機器開発・導入促進事業」

の補助金を活用し「みまもりシステム」を製品化するこ
とができ、その後、病院や介護施設・在宅における「み
まもりシステム」の改良開発、販売、保守サポートを行っ
ています。

サービスの仕組みは、要介護者のベッド周りに本人が
見られていると気づかない形で高性能の各種センサーを
配置、センサーで収集したデータを常時パソコンに送信、
施設内で介護士が保有する携帯端末で随時閲覧すること
ができるようになっています。データは常に解析されて
異常がみられれば異常アラームを発して携帯端末経由で
複数の介護士に伝わり、すぐ駆けつけられるようになっ
ています。また、データ管理では、呼吸、心拍、睡眠状
態等も管理が可能で健康管理と睡眠管理の両方に対応で
きることも特徴です。

〔 介護施設・病院向け 〕

〔 在宅宅向け 〕

「施設向けみまもりシステム」の特徴としては大きく３
つあります。

１つ目は「心理的な負担軽減」です。パネルセンサー
とバイタルセンサーは、利用者が直接触れるタイプでは
なく、見られていると気づかないように非接触タイプに
徹底的にこだわりました。

２つ目に「寝返り等による誤報が少ない」という点です。
従来製品は床置きセンサー、背中センサー、赤外線セン
サー等が利用されており頻繁に誤報が発生する状況でし
た。しかし、弊社のみまもりシステムは誤報を少なくす
るため、「圧力」と「振動」の２種類のセンサーを計４個
採用し、さらにセンサーが拾うデータからノイズ（健康
上問題のない僅かな振動や施設環境からの振動等）を除
去する独自開発のアルゴリズムを採用しています。これ
は困難な技術開発課題でしたが、弊社のみならず大手機
器メーカーの知人とも意見交換しながら開発を進め、無
事解決することにつながりました。

３つ目に「通知方法を選択可能」という点です。室内
のカメラ画像も確認でき、蓄積データから様々な解析が
可能な“ネットワーク型”、既設のナースコールから通知
する“ナースコール型”、簡易的にスタートできる通報器
型を選択できますし、併用も可能です。

３. ビジネスモデルの特徴
介護の現場は非常に多様です。こうした中、自社開発

のソフトウェアと弊社専用に製造可能なデバイスのセン
サーを有しており、アレンジ可能なので介護現場の様々
な状況に合わせて柔軟に導入の提案ができます。

また、介護施設がお求めやすいように介護保険の対象と
なるように仕様を合わせて製品開発に取り組んでいます。
「在宅向けみまもりシステム」についてはユーザーフレ

ンドリーという点については徹底的にこだわっています。
各種センサーをすべて無線方式とする、と同時にソーラー
セル方式を併用することで配線工事や電気工事を不要と
しました。また、通信用デバイスには SIM カードを搭載
可能としておりインターネット回線や電話回線も必要あ
りません。そのため、すぐにサービスを受けられると好
評価を得ています。ご利用者の負担が少なるような工夫
を凝らし、効率化を図ることで、ご利用者の月額利用料
も利用しやすい水準にできています。

販路拡大ですが、「施設みまもりシステム」については
販売商社などに頼ることはなく、介護施設等に実地に足
を運び地道に広げています。「在宅みまもりシステム」に
ついてはインターネットを介した注文が多く、サブスク
方式での販路拡大を図っています。

４．事業機会を発見する行動習慣
「環境検査システム」の開発を決断した時、大手企業か

らの受注だけに頼っていたのでは不安定になること、価
格競争になることを懸念していました。そのため、独自
のパッケージソフトを開発する必要性を感じ、どの領域

でどんなシステムを開発していくべきか模索する中、社
会の大きな流れ、社会の将来像を想像すると「地球の環境」
というキーワードに行き着きました。そして水質検査や
大気測定、食品検査など他社が手がけないニッチな領域
に挑戦することにしました。開発にあたっては、顧客の
業務を細かく観察し、顧客の持つ課題を徹底的に聞き取
り、弊社の強みであるソフトウェア開発で効率化などを
提案できないかと試行錯誤することで、独自のパッケー
ジソフトの完成に至りました。これを１つの成功経験と
して、その後も事業機会の探索については、ニュースや
人の話などあらゆるソースから新しい動きを察知しては
自ら出向き、現場を細かに観察し、弊社の技術で解決の
ご提案ができないか検討をしてきました。また、市場が
どの程度なのか（大きすぎる市場は大手が参入くるので
あえて狙わない）。ニッチな市場で“Only One”でやっ
ていける可能性があるのか等も留意しながら事業機会を
探索しています。

５．知財面の取組
「みまもりシステム」について、ベッド周辺のみまもり

システム関係の特許は既に大手企業が取得済みであり、
またセンサー関係は某大学が取得済みのため、国内にお
いて特許取得は困難であることが判明しました。このた
め、みまもり関係で特許の取得は断念せざるを得ません
でしたが、一方で「AIVS」の商標登録は取得しました。
模倣品対策としては、「みまもり BOX」でのアルゴリズ
ム解析ソフトは完全にクローズにしています。

海外特許戦略については、タイ、中国、台湾で既に
「AIVS」、「MIMAMORI SYSTEM」の商標は取得し、タ
イでは特許出願中、中国と台湾については実用新案を取
得しています。（当国では特許権で模倣の阻止は困難と判
断し少額で且つ申請登録が速い方式（実用新案）で歯止
めをかける戦略を実行しています。）一連の海外特許関係
の戦略については JICA 及び INPIT の専門家に指導して
いただきながら対応しました。

６．今後の展望
地域社会は包括ケアシステムの確立に向けて取り組んで

いますので、弊社としてもバイタルデータの活用やクラウ
ド技術の活用などで貢献していきたいと考えております。

また、今後高齢化の課題をもつ海外の国に対しても、
弊社のもつ技術や知見、ノウハウを役立てていきたいと
思い、海外へのチャレンジを進めています。
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